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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 体 と 、
　 前 記 管 体 の 外 周 を 覆 う コ ル ゲ ー ト 管 と 、 を 備 え 、
　 前 記 コ ル ゲ ー ト 管 は 、 山 部 と 、 前 記 山 部 の 外 径 よ り も 小 さ な 外 径 を 有 す る 谷 部 と が 前 記  
コ ル ゲ ー ト 管 の 軸 線 方 向 に お い て 交 互 に 設 け ら れ た 蛇 腹 状 で あ り 、 且 つ 前 記 コ ル ゲ ー ト 管  
の 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 突 出 す る 複 数 の 突 起 を 有 し て お り 、
　 複 数 の 突 起 は 、 前 記 コ ル ゲ ー ト 管 の 周 方 向 に お い て 互 い に 間 隔 を お い て 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 谷 部 は 、 前 記 山 部 の 内 径 よ り も 小 さ な 内 径 を 有 し て お り 、
　 前 記 突 起 は 、 前 記 山 部 の 内 周 面 お よ び 前 記 谷 部 の 内 周 面 の う ち の 前 記 谷 部 の 内 周 面 の み
に 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 突 起 は 、 周 方 向 に お い て 断 面 Ｖ 字 状 を な す こ と で 、 径 方 向 内 側 へ の 前 記 突 出 の 裏 返  
し た る 窪 み を 、 径 方 向 外 側 に 有 し て い る 、
複 合 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 合 管 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】

請求項の数　1　（全9頁）



10

20

30

40

50

JP 7608815 B2 2025.1.7(2)

　 従 来 、 管 体 と 、 管 体 の 外 周 を 覆 う コ ル ゲ ー ト 管 と を 備 え る 複 合 管 が あ る （ 例 え ば 特 許 文  
献 １ 参 照 ） 。
　 コ ル ゲ ー ト 管 は 、 山 部 と 谷 部 と が 軸 線 方 向 に お い て 交 互 に 設 け ら れ た 蛇 腹 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 管 体 は 、 架 橋 ポ リ エ チ レ ン な ど の 樹 脂 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 コ ル ゲ ー ト 管 は 、 基 管 と 、 基 管 の 外 周 面 を 被 覆 す る 被 覆 層 と を 有 し て い る 。 基 管 は 、 独  
立 気 泡 の 発 泡 ポ リ エ チ レ ン な ど の 樹 脂 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る 。 被 覆 層 は 、 ポ リ エ チ レ ン  
な ど の 樹 脂 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 管 体 と コ ル ゲ ー ト 管 と は 、 各 別 に 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 管 体 を 挿 通 す る  
こ と に よ っ て 複 合 管 が 形 成 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ７ － ２ ６ １ ２ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 複 合 管 の 管 体 が 水 道 配 管 な ど に 用 い ら れ る 場 合 、 蛇 口 が 閉 め ら れ る こ と に よ  
り 、 水 道 配 管 内 の 圧 力 が 急 激 に 変 化 す る こ と が あ る 。 こ の と き 、 管 体 に 作 用 す る 衝 撃 力 に  
よ っ て 管 体 が コ ル ゲ ー ト 管 に 衝 突 す る こ と で 騒 音 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 谷 部 の 内 径 を 小 さ く す る と と も に 、 管 体 と コ ル ゲ ー ト 管  
と の 間 の 隙 間 を 小 さ く す る こ と で 、 管 体 と コ ル ゲ ー ト 管 と の 衝 突 を 抑 制 す る こ と が 考 え ら  
れ る 。 し か し な が ら 、 こ の 場 合 に は 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 管 体 を 挿 通 す る 際 に 、 両 者 が 干 渉 し  
や す く な る こ と で 作 業 性 が 悪 化 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 複 合 管 は 、 管 体 と 、 前 記 管 体 の 外 周 を 覆 う コ ル ゲ ー ト 管 と 、  
を 備 え 、 前 記 コ ル ゲ ー ト 管 は 、 山 部 と 、 前 記 山 部 の 外 径 よ り も 小 さ な 外 径 を 有 す る 谷 部 と  
が 前 記 コ ル ゲ ー ト 管 の 軸 線 方 向 に お い て 交 互 に 設 け ら れ た 蛇 腹 状 で あ り 、 且 つ 前 記 コ ル ゲ  
ー ト 管 の 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 突 出 す る 複 数 の 突 起 を 有 し て お り 、 複 数 の 突 起 は 、 前 記 コ  
ル ゲ ー ト 管 の 周 方 向 に お い て 互 い に 間 隔 を お い て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 同 構 成 に よ れ ば 、 コ ル ゲ ー ト 管 か ら 突 出 す る 複 数 の 突 起 に よ っ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 と 管 体  
と の 間 の 隙 間 が 周 方 向 に お い て 部 分 的 に 小 さ く な る 。 こ の こ と に よ り 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 対  
す る 管 体 の 相 対 変 位 が 規 制 さ れ る 。 こ の た め 、 管 体 内 を 流 れ る 流 体 の 圧 力 が 急 激 に 変 化 す  
る こ と に よ っ て 管 体 に 対 し て 衝 撃 力 が 作 用 し た 場 合 に 、 管 体 と コ ル ゲ ー ト 管 と の 衝 突 を 抑  
制 で き る 。 こ れ に よ り 、 管 体 と コ ル ゲ ー ト 管 と の 衝 突 に 起 因 す る 騒 音 の 発 生 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 谷 部 の 内 径 を 小 さ く す る こ と で 谷 部 と 管 体 と の 間 の 隙  
間 を コ ル ゲ ー ト 管 の 周 方 向 全 体 に わ た っ て 小 さ く す る 場 合 に 比 べ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 管 体  
を 挿 通 す る 際 に 両 者 が 干 渉 し に く く な る 。 こ の た め 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 管 体 を 挿 通 す る 作 業  
を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 複 合 管 に お い て 、 前 記 谷 部 は 、 前 記 山 部 の 内 径 よ り も 小 さ な 内 径 を 有 し て お り 、 前  
記 突 起 は 、 前 記 谷 部 に 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
　 同 構 成 に よ れ ば 、 突 起 が 谷 部 に 設 け ら れ て い る た め 、 突 起 が 山 部 に 設 け ら れ る 場 合 に 比  
べ て 、 突 起 の 体 格 が 小 さ く な る 。 こ の た め 、 突 起 を 設 け る こ と に よ っ て コ ル ゲ ー ト 管 の 重  
量 が 増 え る こ と を 抑 制 で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 突 起 を 設 け る こ と に よ っ て コ ル ゲ ー ト 管 が 撓 み 変 形 し に く く  
な る こ と を 抑 制 で き る 。
　 上 記 複 合 管 に お い て 、 前 記 突 起 は 、 先 細 状 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 同 構 成 に よ れ ば 、 突 起 の 先 端 が 小 さ く な る た め 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 管 体 を 挿 通 す る 際 に 両  
者 が 一 層 干 渉 し に く く な る 。 こ の た め 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 管 体 を 挿 通 す る 作 業 を 一 層 容 易 に  
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 複 合 管 は 、 管 体 と 、 前 記 管 体 の 外 周 を 覆 う コ ル ゲ ー ト  
管 と 、 を 備 え 、 前 記 コ ル ゲ ー ト 管 は 、 山 部 と 、 前 記 山 部 の 外 径 よ り も 小 さ な 外 径 を 有 す る  
谷 部 と が 前 記 コ ル ゲ ー ト 管 の 軸 線 方 向 に お い て 交 互 に 設 け ら れ た 蛇 腹 状 で あ り 、 前 記 谷 部  
は 、 第 １ 谷 部 と 、 前 記 第 １ 谷 部 と は 前 記 軸 線 方 向 に お い て 異 な る 位 置 に 設 け ら れ る 第 ２ 谷  
部 と 、 を 有 し て お り 、 前 記 第 １ 谷 部 は 、 第 １ 内 径 を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ 谷 部 は 、 前 記 第  
１ 内 径 よ り も 大 き い 第 ２ 内 径 を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 同 構 成 に よ れ ば 、 コ ル ゲ ー ト 管 の 第 １ 谷 部 に お い て は 、 第 ２ 谷 部 に 比 べ て 、 コ ル ゲ ー ト  
管 と 管 体 と の 間 の 隙 間 が 小 さ く な る 。 こ の こ と に よ り 、 全 て の 谷 部 が 第 ２ 谷 部 に よ っ て 構  
成 さ れ る 場 合 に 比 べ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 対 す る 管 体 の 相 対 変 位 が 規 制 さ れ る 。 こ の た め 、  
管 体 内 を 流 れ る 流 体 の 圧 力 が 急 激 に 変 化 す る こ と に よ っ て 管 体 に 対 し て 衝 撃 力 が 作 用 し た  
場 合 に 、 管 体 と コ ル ゲ ー ト 管 と の 衝 突 を 抑 制 で き る 。 こ れ に よ り 、 管 体 と コ ル ゲ ー ト 管 と  
の 衝 突 に 起 因 す る 騒 音 の 発 生 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 全 て の 谷 部 を 第 １ 谷 部 に よ っ て 構 成 す る こ と で 全 て の  
谷 部 と 管 体 と の 間 の 隙 間 を 小 さ く す る 場 合 に 比 べ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 管 体 を 挿 通 す る 際 に  
両 者 が 干 渉 し に く く な る 。 こ の た め 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 管 体 を 挿 通 す る 作 業 を 容 易 に 行 う こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 複 合 管 に お い て 、 前 記 軸 線 方 向 に お い て 互 い に 隣 り 合 う ２ つ の 前 記 第 １ 谷 部 の 間 に  
は 、 複 数 の 前 記 第 ２ 谷 部 が 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
　 同 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 谷 部 と 第 ２ 谷 部 と が 軸 線 方 向 に お い て 交 互 に 設 け ら れ る 場 合 に 比  
べ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 管 体 を 挿 通 す る 際 に 両 者 が 干 渉 し に く く な る 。 こ の た め 、 コ ル ゲ ー  
ト 管 に 管 体 を 挿 通 す る 作 業 を 一 層 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 管 体 と コ ル ゲ ー ト 管 と の 衝 突 に 起 因 す る 騒 音 の 発 生 を 抑 制 で き る と と  
も に 、 コ ル ゲ ー ト 管 に 管 体 を 挿 通 す る 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の 複 合 管 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 ３ の ２ － ２ 線 に 沿 っ た 半 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の ３ － ３ 線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 の コ ル ゲ ー ト 管 の 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 図 ３ の ５ － ５ 線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 。
【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 複 合 管 の 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 同 実 施 形 態 の 複 合 管 の 半 断 面 図 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） は 、 図 ７ の ８ ａ － ８ ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 、 （ ｂ ） は 、 図 ７ の ８ ｂ － ８ ｂ 線  
に 沿 っ た 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 ＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞
　 以 下 、 図 １ ～ 図 ５ を 参 照 し て 、 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 複 合 管 １ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 複 合 管 １ ０ は 、 管 体 １ １ と 、 管 体 １ １ の 外 周 を 覆 う コ ル ゲ ー  
ト 管 １ ２ と を 備 え る 。
　 管 体 １ １ は 、 樹 脂 材 料 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 管 体 １ １ を 構 成 す る 樹 脂 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ ブ デ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 架 橋 ポ リ  
エ チ レ ン 、 及 び ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の ポ リ オ レ フ ィ ン 、 並 び に 塩 化 ビ ニ ル 等 が 挙 げ ら れ る 。  
上 記 樹 脂 材 料 は 、 １ 種 の み を 用 い て も よ い し 、 ２ 種 以 上 を 併 用 し て も よ い 。 ま た 、 管 体 １  
１ を 構 成 す る 樹 脂 材 料 に は 、 他 の 添 加 剤 が 含 有 さ れ て い て も よ い 。 本 実 施 形 態 の 管 体 １ １  
は 、 架 橋 ポ リ エ チ レ ン 製 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ は 、 山 部 ２ １ と 、 山 部 ２ １ の 外 径 よ り も 小  
さ な 外 径 を 有 す る 谷 部 ２ ２ と が コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ の 軸 線 方 向 に お い て 交 互 に 設 け ら れ た 蛇  
腹 状 で あ る 。 谷 部 ２ ２ の 内 径 及 び 外 径 は 、 山 部 ２ １ の 内 径 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ 、 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ は 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ の 径 方 向 内 側  
に 向 か っ て 突 出 す る 複 数 （ 本 実 施 形 態 で は ６ つ ） の 突 起 ２ ３ を 有 し て い る 。 突 起 ２ ３ は 、  
谷 部 ２ ２ に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 複 数 の 突 起 ２ ３ は 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ の 周 方 向 に お い て 互 い に 間 隔  
を お い て 設 け ら れ て い る 。 複 数 の 突 起 ２ ３ は 、 周 方 向 に お い て 等 間 隔 （ 本 実 施 形 態 で は ６  
０ 度 間 隔 ） に て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 突 起 ２ ３ は 、 先 細 状 で あ る 。 よ り 詳 し く は 、 突 起 ２ ３ は 、 周 方 向 に お い て 突 起 ２ ３ の 中  
心 部 に 近 づ く ほ ど 径 方 向 内 側 に 位 置 す る よ う に 傾 斜 す る 一 対 の 傾 斜 面 ２ ３ ａ を 有 し て お り  
、 断 面 Ｖ 字 状 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 全 て の 谷 部 ２ ２ に 突 起 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。
　 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ は 、 樹 脂 材 料 で 構 成 さ れ た 基 管 と 、 樹 脂 材 料 で 構 成 さ れ 、 基 管 の 外 周  
面 を 被 覆 す る 被 覆 層 （ い ず れ も 図 示 略 ） と を 有 し て い る 。 被 覆 層 は 、 基 管 の 外 周 面 に 密 着  
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 基 管 を 構 成 す る 樹 脂 材 料 と し て は 、 例 え ば ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン  
、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 及 び エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム 、 並 び に こ れ ら の 混 合 物 が 挙 げ ら  
れ る 。 な お 、 上 記 樹 脂 材 料 に は 、 他 の 添 加 剤 が 含 有 さ れ て い て も よ い 。 基 管 は 、 発 泡 体 で  
あ る こ と が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 の 基 管 は 、 独 立 気 泡 の 発 泡 ポ リ エ チ レ ン 製 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 被 覆 層 を 構 成 す る 樹 脂 材 料 と し て は 、 例 え ば ポ リ ブ デ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 架 橋 ポ リ エ チ  
レ ン 、 及 び ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の ポ リ オ レ フ ィ ン 、 並 び に 塩 化 ビ ニ ル 等 が 挙 げ ら れ る 。 上 記  
樹 脂 材 料 は １ 種 の み を 用 い て も よ い し 、 ２ 種 以 上 を 併 用 し て も よ い 。 ま た 、 被 覆 層 を 構 成  
す る 樹 脂 材 料 に は 、 他 の 添 加 物 が 含 有 さ れ て い て も よ い 。 本 実 施 形 態 の 被 覆 層 は 、 ポ リ エ  
チ レ ン 製 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ １ ） コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ は 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ の 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 突 出 す る 複 数 の  
突 起 ２ ３ を 有 し て い る 。 複 数 の 突 起 ２ ３ は 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ の 周 方 向 に お い て 互 い に 間  
隔 を お い て 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ う し た 構 成 に よ れ ば 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ か ら 突 出 す る 複 数 の 突 起 ２ ３ に よ っ て コ ル ゲ  
ー ト 管 １ ２ と 管 体 １ １ と の 間 の 隙 間 が 周 方 向 に お い て 部 分 的 に 小 さ く な る 。 こ の こ と に よ  
り 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ に 対 す る 管 体 １ １ の 相 対 変 位 が 規 制 さ れ る 。 こ の た め 、 管 体 １ １ 内  
を 流 れ る 流 体 の 圧 力 が 急 激 に 変 化 す る こ と に よ っ て 管 体 １ １ に 対 し て 衝 撃 力 が 作 用 し た 場  
合 に 、 管 体 １ １ と コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ と の 衝 突 を 抑 制 で き る 。 こ れ に よ り 、 管 体 １ １ と コ ル  
ゲ ー ト 管 １ ２ と の 衝 突 に 起 因 す る 騒 音 の 発 生 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 方 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 谷 部 ２ ２ の 内 径 を 小 さ く す る こ と で 谷 部 ２ ２ と 管 体 １  
１ と の 間 の 隙 間 を コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ の 周 方 向 全 体 に わ た っ て 小 さ く す る 場 合 に 比 べ て 、 コ  
ル ゲ ー ト 管 １ ２ に 管 体 １ １ を 挿 通 す る 際 に 両 者 が 干 渉 し に く く な る 。 こ の た め 、 コ ル ゲ ー  
ト 管 １ ２ に 管 体 １ １ を 挿 通 す る 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 し た が っ て 、 管 体 １ １ と コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ と の 衝 突 に 起 因 す る 騒 音 の 発 生 を 抑 制 で き る  
と と も に 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ に 管 体 １ １ を 挿 通 す る 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
　 （ ２ ） 突 起 ２ ３ が 、 山 部 ２ １ の 内 径 よ り も 小 さ な 内 径 を 有 す る 谷 部 ２ ２ に 設 け ら れ て い  
る た め 、 突 起 ２ ３ が 山 部 ２ １ に 設 け ら れ る 場 合 に 比 べ て 、 突 起 ２ ３ の 体 格 が 小 さ く な る 。  
こ の た め 、 突 起 ２ ３ を 設 け る こ と に よ っ て コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ の 重 量 が 増 え る こ と を 抑 制 で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 突 起 ２ ３ を 設 け る こ と に よ っ て コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ が 撓 み 変 形  
し に く く な る こ と を 抑 制 で き る 。
　 （ ３ ） 突 起 ２ ３ は 、 先 細 状 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ う し た 構 成 に よ れ ば 、 突 起 ２ ３ の 先 端 が 小 さ く な る た め 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ に 管 体 １  
１ を 挿 通 す る 際 に 両 者 が 一 層 干 渉 し に く く な る 。 こ の た め 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ に 管 体 １ １  
を 挿 通 す る 作 業 を 一 層 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ＜ 第 ２ 実 施 形 態 ＞
　 以 下 、 図 ６ ～ 図 ８ を 参 照 し て 、 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 、 第 １ 実 施 形 態 と の 相 違 点 を 中 心  
に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す よ う に 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ の 谷 部 ２ ２ は 、 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ と 、 第 １ 谷  
部 ２ ２ Ａ と は 軸 線 方 向 に お い て 異 な る 位 置 に 設 け ら れ る 第 ２ 谷 部 ２ ２ Ｂ と を 有 し て い る 。
　 図 ８ （ ａ ） 及 び 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ は 、 第 １ 内 径 Ｒ １ を 有 し て い  
る 。 第 ２ 谷 部 ２ ２ Ｂ は 、 第 １ 内 径 Ｒ １ よ り も 大 き い 第 ２ 内 径 Ｒ ２ を 有 し て い る （ Ｒ １ ＜ Ｒ  
２ ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 軸 線 方 向 に お い て 互 い に 隣 り 合 う ２ つ の 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ の 間 に は 、  
複 数 の 第 ２ 谷 部 ２ ２ Ｂ が 設 け ら れ て い る 。
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ ４ ） 谷 部 ２ ２ は 、 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ と 、 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ と は 軸 線 方 向 に お い て 異 な る 位  
置 に 設 け ら れ る 第 ２ 谷 部 ２ ２ Ｂ と を 有 し て い る 。 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ は 、 第 １ 内 径 Ｒ １ を 有 し  
て い る 。 第 ２ 谷 部 ２ ２ Ｂ は 、 第 １ 内 径 Ｒ １ よ り も 大 き い 第 ２ 内 径 Ｒ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ う し た 構 成 に よ れ ば 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ の 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ に お い て は 、 第 ２ 谷 部 ２ ２  
Ｂ に 比 べ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ と 管 体 １ １ と の 間 の 隙 間 が 小 さ く な る 。 こ の こ と に よ り 、  
全 て の 谷 部 ２ ２ が 第 ２ 谷 部 ２ ２ Ｂ に よ っ て 構 成 さ れ る 場 合 に 比 べ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ に  
対 す る 管 体 １ １ の 相 対 変 位 が 規 制 さ れ る 。 こ の た め 、 管 体 １ １ 内 を 流 れ る 流 体 の 圧 力 が 急  
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激 に 変 化 す る こ と に よ っ て 管 体 １ １ に 対 し て 衝 撃 力 が 作 用 し た 場 合 に 、 管 体 １ １ と コ ル ゲ  
ー ト 管 １ ２ と の 衝 突 を 抑 制 で き る 。 こ れ に よ り 、 管 体 １ １ と コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ と の 衝 突 に  
起 因 す る 騒 音 の 発 生 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 全 て の 谷 部 ２ ２ を 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ に よ っ て 構 成 す る こ  
と で 全 て の 谷 部 ２ ２ と 管 体 １ １ と の 間 の 隙 間 を 小 さ く す る 場 合 に 比 べ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 １  
２ に 管 体 １ １ を 挿 通 す る 際 に 両 者 が 干 渉 し に く く な る 。 こ の た め 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ に 管  
体 １ １ を 挿 通 す る 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ ５ ） 軸 線 方 向 に お い て 互 い に 隣 り 合 う ２ つ の 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ の 間 に は 、 複 数 の 第 ２ 谷  
部 ２ ２ Ｂ が 設 け ら れ て い る 。
　 こ う し た 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ と 第 ２ 谷 部 ２ ２ Ｂ と が 軸 線 方 向 に お い て 交 互 に  
設 け ら れ る 場 合 に 比 べ て 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ に 管 体 １ １ を 挿 通 す る 際 に 両 者 が 干 渉 し に く  
く な る 。 こ の た め 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ に 管 体 １ １ を 挿 通 す る 作 業 を 一 層 容 易 に 行 う こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ＜ 変 更 例 ＞
　 上 記 実 施 形 態 は 、 例 え ば 以 下 の よ う に 変 更 し て 実 施 す る こ と も で き る 。 本 実 施 形 態 及 び  
以 下 の 変 更 例 は 、 技 術 的 に 矛 盾 し な い 範 囲 で 互 い に 組 み 合 わ せ て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ・ 第 １ 実 施 形 態 に お い て 、 複 数 の 谷 部 ２ ２ の う ち の 一 部 に 、 突 起 ２ ３ を 有 し て い な い も  
の を 設 け る よ う に し て も よ い 。
　 ・ 第 １ 実 施 形 態 に お い て 、 １ つ の 谷 部 ２ ２ に 設 け ら れ る 突 起 ２ ３ の 数 を 適 宜 変 更 し て も  
よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ・ 第 １ 実 施 形 態 に お い て 、 複 数 の 突 起 ２ ３ は 、 周 方 向 に お い て 不 等 間 隔 に て 設 け ら れ て  
い て も よ い 。
　 ・ 第 １ 実 施 形 態 に お い て 、 突 起 ２ ３ は 、 先 細 状 で な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ・ 第 １ 実 施 形 態 に お い て 、 突 起 ２ ３ は 、 山 部 ２ １ に 設 け ら れ る も の で あ っ て も よ い 。
　 ・ 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 軸 線 方 向 に お い て 互 い に 隣 り 合 う ２ つ の 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ の 間  
に 設 け ら れ る 第 ２ 谷 部 ２ ２ Ｂ の 数 を 適 宜 変 更 で き る 。 例 え ば 、 第 １ 谷 部 ２ ２ Ａ と 第 ２ 谷 部  
２ ２ Ｂ と が 軸 線 方 向 に お い て 交 互 に 設 け ら れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ・ 第 １ 実 施 形 態 及 び 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ は 、 被 覆 層 を 有 し て い な  
い 、 す な わ ち 基 管 の み に よ っ て 構 成 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
　 ・ 第 １ 実 施 形 態 及 び 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ の 基 管 は 、 発 泡 体 で な く  
て も よ い 。 例 え ば 軟 質 樹 脂 材 料 に よ っ て コ ル ゲ ー ト 管 １ ２ を 構 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ ０ … 複 合 管
　 １ １ … 管 体
　 １ ２ … コ ル ゲ ー ト 管
　 ２ １ … 山 部
　 ２ ２ … 谷 部
　 ２ ２ Ａ … 第 １ 谷 部
　 ２ ２ Ｂ … 第 ２ 谷 部
　 ２ ３ … 突 起
　 ２ ３ ａ … 傾 斜 面
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

JP 7608815 B2 2025.1.7(9)

フロントページの続き

(56)参考文献 実開平０６－０５３６７１（ＪＰ，Ｕ）
特開平１０－３１１４６２（ＪＰ，Ａ）
特開２０１０－２１００４１（ＪＰ，Ａ）
実開平０２－０８７１９５（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｆ１６Ｌ    １１／１１
Ｆ１６Ｌ    ５７／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

